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『
感
謝　

感
謝　

感
謝
』

　

令
和
６
年
10
月
13
日
、
秋
日
和
の

快
晴
の
中
、
錦
城
会
創
設
70
年
の
記

念
の
全
国
大
会
が
、
道
南
で
は
最
大

の
施
設
で
あ
る
函
館
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

函
館
で
の
開
催
は
18
年
ぶ
り
と
な
り

ま
す
。
会
員
数
が
30
名
し
か
い
な
い

都
道
府
県
本
部
で
の
全
国
大
会
は
、

前
例
が
な
く
、
無
理
で
は
な
い
か
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
以

上
会
員
が
減
ら
な
い
う
ち
に
、
健
康

で
あ
る
う
ち
に
函
館
で
の
最
後
の
全

国
大
会
を
開
催
し
た
い
と
い
う
本
部

長
と
道
南
本
部
会
員
の
熱
い
思
い
か

ら
誘
致
を
決
め
ま
し
た
。
全
国
の
会

員
の
多
大
な
る
ご
協
力
の
も
と
、
お

か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
、

大
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
、
ま
ず
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
発
声
室
や
大
ホ
ー
ル
へ
の
案

内
、
集
合
時
間
等
の
連
絡
、
会
場
の

都
合
で
す
が
、
発
声
室
か
ら
会
場
ま

で
の
距
離
が
遠
い
な
ど
、
参
加
さ
れ

た
皆
様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
こ

と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

厳
正
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た

舞
台
清
め
式
の
後
、
い
よ
い
よ
錦
城

会
創
設
70
年
の
記
念
の
大
会
の
幕
が

あ
が
り
ま
し
た
。
開
催
地
で
あ
る
道

南
本
部
の
竹
崎
錦
里
本
部
長
の
開
会

の
挨
拶
、
大
合
吟
「
富
士
山
」
に
続

き
、
合
吟
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
特
別
番
組
は
、
北
海
道
各

地
の
名
所
を
綴
っ
た『
北
海
道
紀
行
』

で
す
。
冒
頭
の
二
曲
は
、
地
元
道
南

の
函
館
の
夜
景
と
修
道
院
を
詠
っ
た

『
巴
港
夜
泊
』『
修
道
院
偶
成
』
が
詠

わ
れ
、
地
元
と
し
て
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

式
典
の
後
は
、
琵
吟
舞
物
語
『
安

宅
』
で
す
。
最
後
の
場
面
で
は
、
山

遠
見
の
背
景
か
ら
一
転
、
松
の
幕
が

降
り
て
、
関
所
の
門
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
安
宅
の
関
で
武
蔵
坊
弁
慶
が
勧

進
帳
を
読
み
上
げ
る
場
が
、
流
祖
の

レ
コ
ー
ド
に
併
せ
て
詩
舞
で
再
現
さ

れ
ま
し
た
。

令和６年度　詩吟朗詠錦城流・一般社団法人詩吟朗詠錦城会

全 國 大 会
	 【開 催 日】令和６年10月13日（日）

	 【開催会場】函館市民会館大ホール

合　吟

式典 北海道紀行

琵吟舞物語「安宅」合　吟

（
次
頁
へ
続
く
）
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吟
詠
・
詩
舞
の
後
は
、企
画
吟
『
心

を
映
す
月
の
詩
』
で
す
。
女
性
の
吟

者
が
、
訪
問
着
を
着
て
吟
じ
、
着
物

の
華
や
か
さ
と
背
景
に
映
し
出
さ
れ

た
様
々
な
月
の
画
像
が
相
重
な
っ

て
、
と
て
も
雅
び
な
舞
台
と
な
り
ま

し
た
。

心を映す月の詩

　

今
年
は
詩
舞
道
錦
城
流
の
会
員
が

多
く
出
席
さ
れ
て
お
り
、
詩
舞
の
番

組
も
た
く
さ
ん
上
演
さ
れ
ま
し
た
。詩　舞

　

夕
日
が
お
り
て
く
る
時
間
と
な

り
、
大
会
も
い
よ
い
よ
最
後
の
大
番

組
と
な
り
ま
し
た
。
演
目
は
、
琵
吟

舞
物
語　
『「
正
気
」
南
朝
編
』
で
す
。

残
念
な
が
ら
『
天
莫
空
勾
践　

時
非

無
范
蠡
』
が
記
さ
れ
た
桜
樹
の
大
道

具
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

場
面
は
、
上
か
ら
舞
い
散
る
桜
の
花

び
ら
で
再
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
桜

井
の
別
れ
の
場
面
で
は
、
涙
し
て
い

る
お
客
様
も
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

我
が
子
が
正
行
役
を
演
じ
さ
せ
て
頂

い
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。

琵吟舞物語「正気」南朝編

琵吟舞物語「正気」南朝編

　

閉
会
の
挨
拶
は
、
来
年
度
の
開
催

地
で
あ
る
福
岡
県
の
本
部
長
・
東
本

錦
怜
が
行
い
ま
し
た
。
来
年
12
月
7

日
、
大
野
城
市
で
の
再
会
を
お
約
束

し
、
70
年
の
記
念
大
会
の
幕
が
下
り

ま
し
た
。

閉　会

　

今
大
会
は
、
会
員
が
30
名
し
か
い

な
い
道
南
本
部
で
の
開
催
と
な
り
、

錦
城
会
史
上
、
最
小
規
模
の
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
受
付
・
司
会
・

連
絡
・
舞
台
等
、
全
国
の
会
員
の
多

大
な
る
ご
協
力
の
お
か
げ
で
無
事
、

盛
会
裡
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
と
同
時
に
新
た
な
全
国
大
会
の

開
催
形
式
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ

た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
わ
た
し
が

言
う
の
も
お
か
し
な
話
で
す
が
、
会

員
数
の
少
な
い
県
本
部
に
お
い
て
も

今
回
の
よ
う
な
形
式
で
行
え
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
是
非
、
全
国
大
会
を

誘
致
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

錦
城
会
会
員
は
、
吟
友
で
す
。
必
ず

ご
協
力
を
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
大
会
の
舞
台
演
出
は
、
諸
事
情

が
あ
り
大
道
具
・
山
台
を
使
わ
ず
、

映
像
と
照
明
中
心
の
演
出
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
分
、
舞
台
転
換
に
時
間

を
要
さ
ず
円
滑
な
流
れ
で
番
組
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
、
観
て
い
る
お
客

様
に
と
っ
て
は
、
幕
間
の
待
ち
時
間

が
な
く
、
そ
の
面
で
は
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
出
演
者
や
錦

城
会
の
公
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

方
か
ら
は
、「
緋
毛
氈
を
敷
い
た
ひ

な
壇
で
詠
い
た
か
っ
た
」「
山
台
が

な
く
て
少
し
さ
び
し
い
」「
錦
城
会

の
舞
台
演
出
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

の
に
、
琵
吟
舞
物
語
で
大
道
具
が
な

い
の
は
、
錦
城
会
ら
し
く
な
い
ね
」

な
ど
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
紙
面

を
お
借
り
し
お
伝
え
し
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
竹
崎
・
竹
内
家
に

と
り
ま
し
て
は
、
親
子
三
代
に
わ
た

り
特
別
番
組
に
出
演
さ
せ
て
頂
け
る

よ
う
ご
配
慮
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま

た
微
力
な
が
ら
舞
台
の
仕
事
に
携
わ

ら
せ
て
頂
き
、
剣
舞
・
舞
で
も
出
演

さ
せ
て
頂
け
た
こ
と
、
大
会
中
ご
多

忙
の
中
、
合
間
を
見
て
舞
の
指
導
と

着
付
け
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
詩
舞
道

の
先
生
方
に
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

三
連
休
中
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
三
日
間
と
も
快
晴
の
小
春
日
和

で
、
大
会
の
後
に
函
館
観
光
を
楽
し

ま
れ
た
方
に
と
り
ま
し
て
は
、
と
て

も
す
こ
や
か
に
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、

大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
の

方
、
遠
路
、
北
海
道
ま
で
お
越
し
い

た
だ
い
た
会
員
の
方
に
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
、
錦
城
会
創
設
70
年
記

念
の
全
国
大
会
の
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

余
談
で
す
が
、
懇
親
会
で
『
イ
カ

踊
り
』
が
あ
れ
ほ
ど
盛
り
上
が
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ご
一
緒
に

踊
っ
て
下
さ
っ
た
方
、
手
拍
子
で
盛

り
上
げ
て
下
さ
っ
た
方
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
函
館
支
部
長　

竹
内
城
泉
）
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
増
が
報
道

さ
れ
て
い
る
中
、
酷
暑
の
８
月
17
日

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
吟
剣
詩
舞
コ

ン
ク
ー
ル
関
東
地
区
決
勝
大
会
が
、

東
京
都
中
野
区
の
野
方
区
民
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
予
選
大

会
を
乗
り
越
え
、
関
東
決
勝
大
会
の

出
場
権
を
獲
得
さ
れ
て
の
出
場
で
あ

り
、
会
場
内
の
空
気
も
、
緊
迫
し
た

状
況
に
包
ま
れ
て
の
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

錦
城
会
か
ら
は
、
左
記
の
皆
様
方

が
出
場
し
ま
し
た
。

漢
詩
・
一
般
二
部 

　
　
　
　
　
　

大
根
一
直（
東　

京
）

　
　
　
　
　
　

水
野
智
仁（
神
奈
川
）

漢
詩
・
一
般
三
部 

　
　
　
　
　
　

古
賀　

豊(

神
奈
川)

　
　
　
　
　
　

佐
藤
法
子(

東　

京)

　
　
　
　
　
　

松
原
愼
一(

神
奈
川)

　
　
　
　
　
　

渡
辺
淳
子(

東　

京)

　
　
　
　
　
　

中
野
三
保
子(

東
京)

　
　
　
　
　
　

水
上
理
恵
子(

東
京)

漢
詩
・
一
般
四
部 

　
　
　
　
　
　

木
屋
吉
弘(

東　

京)

　
　
　
　
　
　

安
田
義
子(

神
奈
川)

　
　
　
　
　
　

林　

清
隆(

埼　

玉)

　
　
　
　
　
　

寒
河
江
護(

神
奈
川)

　
　
　
　
　
　

加
藤
正
昭(

埼　

玉)

　
　
　
　
　
　

久
保
寺
壽(

東　

京
）

　
　
　
　
　
　

山
口
勝
治(

東　

京)

短
歌
・
一
般
の
部 

　
　
　
　
　
　

林　

清
隆(

埼　

玉)

　
　
　
　
　
　

中
川
新
三(

神
奈
川)

　
　
　
　
　

小
宮
喜
八
郎(

神
奈
川)

　
　
　
　
　
　

佐
藤
法
子(

東　

京)

　
　
　
　
　
　

寒
河
江
護(

神
奈
川)

　
　
　
　
　
　

古
賀　

豊(

神
奈
川)

　
　
　
　
　
　

金
子
美
奈(

東　

京)
　
　
　
　
　
　

有
原
裕
絵(

埼　

玉)

　

審
査
の
結
果
は
、
漢
詩
一
般
二
部

優
秀
賞
・
水
野
智
仁
様
、
漢
詩
一
般

三
部
優
秀
賞
に
佐
藤
法
子
様
、
中
野

三
保
子
様
、
漢
詩
一
般
四
部
に
は
、

優
勝
に
寒
河
江
護
様
、
優
秀
賞
に
、

林
清
隆
様
、
短
歌
一
般
の
部
で
は
、

優
勝
に
、
有
原
裕
絵
様
、
第
三
位
に
、

金
子
美
奈
様
、
入
賞
に
寒
河
江
護

様
、
優
秀
賞
に
は
、
小
宮
喜
八
郎
様
、

古
賀
豊
様
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全
国
決

勝
大
会
で
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
80
歳
以
上
の
方
に
は
審
査
員

特
別
賞
が
贈
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
中

で
、
中
川
新
三
様
は
、
最
高
齢
の
97

歳
で
の
挑
戦
で
し
た
が
、
最
後
ま
で

詠
い
切
っ
た
見
事
な
吟
詠
で
し
た
。

　

又
、
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
さ
れ
ま

し
た
皆
様
方
も
来
年
を
期
待
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

錦
城
会
東
京
都
本
部
、
神
奈
川
県

本
部
、
埼
玉
県
本
部
の
先
生
他
委
員

に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
日
本
伝
統
文
化
吟
友
会
で
は

吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
に
当

た
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
授
与

さ
れ
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
目
標
は
高
く
し
て
挑
戦
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

来
る
11
月
23
日
大
阪
府
岸
和
田
市

の
南
海
浪
切
ホ
ー
ル
で
の
吟
剣
詩
舞

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
決
勝
大
会
で
の
ご

健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
全
国
各
地
区
予
選
会
に

参
加
し
、
技
量
の
一
助
に
役
だ
て
て

ご
出
場
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
一
社
）
詩
吟
朗
詠
錦
城
会
担
当

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

金
子
城
大

日
本
伝
統
文
化
吟
友
会　

吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル

　

関
東
決
勝
大
会
で
優
勝
す
る

◇
本
部
長
の
交
替
◇

金
子
錦
右　

佐
賀
県
本
部
長

中
野
錦
修　

東
京
都
本
部
長

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A

　

前
号
に
紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き

な
か
っ
た
記
事
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
Ｓ
）

広
島
県
本
部
60
周
年
記
念
大
会

（
そ
の
２
）

特
別
番
組　

琵
吟
舞
曲「
大
田
道
灌
」

を
終
え
て

　

開
幕
一
番
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
琵

吟
舞
曲
「
大
田
道
灌
」
で
し
た
。

　

こ
の
会
が
催
さ
れ
る
ま
で
は
、
琵

琶
と
い
う
楽
器
を
持
っ
た
こ
と
も
無

い
状
況
で
し
た
。
西
川
先
生
の
お
稽

古
場
で
、
い
つ
も
数
面
の
琵
琶
が
置

い
て
あ
り
、「
凄
い
け
れ
ど
私
に
は

関
係
な
い
物
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
私
た
ち
が
、
舞
台
上
で
琵
琶
を

弾
く
こ
と
に
な
る
と
は
、
想
像
す
ら

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

始
め
に
、
琵
琶
の
名
称
と
構
造
を

教
え
て
頂
き
、
次
に
音
合
わ
せ
。
そ

し
て
楽
譜
を
読
む
こ
と
。
今
ま
で
慣

れ
親
し
ん
だ
ド
レ
ミ
と
は
違
い
見
た

こ
と
の
な
い
楽
譜
で
す
。

　

何
に
心
を
動
か
さ
れ
て
琵
琶
を
始

め
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
ひ
と
え
に

『
宗
家
の
情
熱
に
引
っ
張
ら
れ
た
』

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
８
月
か
ら
、
今
年
の
３
月

ま
で
月
一
度
の
来
広
。
数
時
間
に
及

ぶ
お
稽
古
。
福
山
の
方
は
、
広
島
ま

で
来
ら
れ
、
時
に
は
、
一
泊
し
て
練

習
を
す
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。

　

時
が
経
つ
に
つ
れ
、
皆
さ
ん
の
顔

つ
き
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。「
宗

家
先
生
の
心
意
気
に
負
け
て
は
い
け

な
い
」
と
い
う
強
い
思
い
だ
け
は
あ

り
ま
す
が
、
現
実
は
、
琵
琶
・
お
琴
・

尺
八
・
鼓
の
諸
先
生
方
の
肝
を
冷
し

な
が
ら
、
何
と
か
舞
台
を
終
了
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

初
心
者
の
ご
指
導
、
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
記
念
大
会
に
関

わ
っ
て
下
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

（
広
島
県　

豊
岡
錦
敬
）

本
部
の
動
き(　
　
　
　

)

６
・
６
・
26
よ
り

６
・
10
・
20
ま
で

７
月
９
～
10
日　

全
国
大
会
プ
ロ
グ

ラ
ム
編
成
会
議

　
　

20
～
22
日　

滋
賀
県
本
部
湖
南

地
区
の
師
範
指
導

　
　

26
～
28
日　

鹿
児
島
県
本
部
の

講
習
研
修
会
と
昇
格
審
査

８
月
24
～
26
日　

北
海
道
道
南
本
部

の
講
習
研
修
会

９
月
13
～
15
日　

愛
知
県
本
部
の
師

範
指
導
と
昇
格
審
査

　
　

21
～
23
日　

滋
賀
県
本
部
の
昇

格
審
査

　
　

29
日　

鹿
児
島
県
本
部
60
周
年

記
念
大
会

10
月
６
日　

宮
城
県
本
部
の
講
習
研

修
会
と
昇
格
審
査

　
　

13
日　

全
国
大
会　

北
海
道
函

館
市
・
函
館
市
民
会
館

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
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（
時
）　

令
和
６
年
７
月
７
日
（
日
）

（
所
）　

周
南
市
新
南
陽
ふ
れ
あ
い

　
　
　

セ
ン
タ
ー

（
参
加
者
）
18
名

　

山
本
城
勘
本
部
長
以
下
18
名
で
令

和
６
年
度
の
山
口
県
本
部
の
総
会
及

び
温
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
会
員
が
一
人
増
え
、
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。
も
っ
と
会
員
を
勧

誘
す
る
べ
く
出
席
者
一
同
気
持
ち
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

温
習
会
の
後
、
詩
吟
の
ゲ
ー
ム
に

カ
ラ
オ
ケ
と
和
気
あ
い
あ
い
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

山
口
県
本
部

総
会
及
び
温
習
会
を
開
催

　

こ
の
会
が
い
つ
ま
で
も
続
く
こ
と

を
願
っ
て
「
錦
友
の
歌
」
を
合
唱
し

て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

（
山
口
県
本
部　

小
畑
城
登
）

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

◇
組
織
体
長
の
変
更
◇

日
立
支
部
（
茨
城
）

支
部
長　

川
崎
錦
眞

札
幌
豊
平
支
部
（
北
海
道
）

支
部
長　

柴
田
俊
道

可
部
道
場
（
広
島
）

道
場
長　

山
本
城
資
信

静
岡
支
部
（
静
岡
）

支
部
長　

服
部
錦
秋

横
浜
緑
道
場
（
神
奈
川
）

道
場
長　

寒
河
江
城
栄

隼
人
道
場
（
鹿
児
島
）

道
場
長　

基　

錦
心

ひ
た
ち
な
か
支
部
（
茨
城
）

支
部
長　

上
宮
田
城
月

玖
珠
支
部
（
大
分
）

支
部
長　

飯
田
城
英

八
日
市
場
支
部
（
滋
賀
）

支
部
長　

西
堀
錦
優

長
崎
支
部
（
長
崎
）

支
部
長　

三
島
城
廣

新
宿
支
部
（
東
京
）

支
部
長　

榎
本
錦
鶴

大
田
支
部
（
東
京
）

支
部
長　

水
谷
城
輝

福
江
支
部
（
長
崎
）

支
部
長　

戸
川
錦
昭

厚
木
道
場
（
神
奈
川
）

道
場
長　

三
浦
錦
厚

横
浜
西
部
支
部
（
神
奈
川
）

支
部
長　

鎌
田
城
彬

錦
城
会
甲
良
支
部
創
立
三
十
五
周
年
を
振
り
返
る

記
念
発
表
会
を
開
催
す
る

　

平
成
元
年
当
時
、
多
く
の
会
員
さ

ん
が
お
ら
れ
た
旧
彦
根
支
部
が
地
域

ご
と
に
分
割
さ
れ
、
甲
良
支
部
と
し

て
発
足
し
て
か
ら
、
丸
35
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
甲
良
支
部
発
足
時
の
会

員
数
は
、
60
人
ほ
ど
お
ら
れ
ま
し

た
。
色
々
な
事
情
で
、
退
会
・
休
会

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
記
念
発
表
会
に

は
、
退
会
・
休
会
さ
れ
た
懐
か
し
い

元
会
員
さ
ん
方
に
参
加
呼
び
か
け
を

行
い
、
酷
暑
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
錦
城
会
甲
良
支
部
創
立
35
周
年

記
念
発
表
会
を
彦
根
市
大
堀
町
集
会

所
を
会
場
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
早
朝
か
ら
会
員
に
よ
る
手
作

り
の
舞
台
準
備
、
会
場
設
営
と
午
後

の
本
番
に
向
け
て
の
リ
ハ
ー
サ
ル
と

疲
れ
気
味
の
午
前
中
で
し
た
。

　

二
部
編
成
で
、
一
部
は
記
念
発
表

会
で
、
甲
良
支
部
全
員
に
よ
る
企
画

吟
「
山
河
」
を
一
時
間
た
っ
ぷ
り
と

演
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
練
習

の
成
果
が
出
て
い
た
の
か
、
練
習
不

足
の
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

い
た
だ
い
た
元
会
員
の
諸
先
輩
方
か

ら
大
き
な
拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

　

二
部
に
入
る
前
に
、
近
年
、
体
調

を
崩
さ
れ
５
月
26
日
に
ご
逝
去
さ
れ

た
総
師
範
古
川
城
鶴
先
生
（
92
歳
）

の
遺
影
を
飾
り
、
参
加
者
全
員
で
黙

祷
し
、「
追
悼
詞
」（
安
達
謙
蔵
）
を

合
吟
し
ま
し
た
。
総
師
範
・
古
川
城

鶴
先
生
に
は
、
会
員
に
熱
心
な
ご
指

導
を
頂
き
、
甲
良
支
部
発
足
時
か
ら

支
部
長
、
理
事
長
、
相
談
役
、
顧
問

と
し
て
長
き
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
頂

き
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
、
男
性

は
「
海
南
行
」
と
「
貧
交
行
」、
女

性
は
「
漫
述
」
と
「
花
鳥
下
澱
江
」

の
合
吟
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
吟
が
、

故
古
川
城
鶴
先
生
に
き
っ
と
届
い
た

こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
二
部
の
茶
話
会
で
は
、

持
ち
寄
っ
た
発
足
当
時
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
新
年
会
、
研
修
旅
行
な
ど
35
年

間
の
色
々
な
行
事
の
写
真
を
眺
め
、

懐
か
し
い
思
い
出
に
話
が
弾
み
、「
錦

友
の
歌
」を
合
唱
し
閉
会
し
ま
し
た
。

　

過
去
を
振
り
返
り
、
残
り
の
人
生

を
、
詩
吟
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う

の
か
よ
い
機
会
で
し
た
。
参
加
い
た

だ
い
た
諸
先
輩
方
に
も
大
変
喜
ん
で

頂
き
、
早
速
再
入
会
を
約
束
し
て
下

さ
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

（
小
堀
錦
州
・
橋
本
城
範
）

新
入
会
員
の
紹
介

（
７
／
１
～
10
／
28
）　 

函
館
支
部　

溝
口
喜
助

佐
久
道
場　

野
田
久
美
子　

市
川
英

治　

木
内
キ
ミ
江

彦
根
支
部　

夏
原
康
次

出
水
支
部　

簗
瀬
ツ
ユ
子

大
野
城
道
場　

小
笠
原
緑　

髙
木
陽

子　

伊
藤
み
さ
を　

花
岡
礼
子　

宮
﨑
雅
美

大
田
支
部　

松
島
広
子　

松
本
容
子

渡
辺
真
美　

秋
保
千
絵

玖
珠
支
部　

酒
井
恵
舞　

鎌
倉
道
場　

森
田
喜
己
男　
　

能
登
川
支
部　

大
友
塩
子

米
原
支
部　

中
嶋
道
太
郎　

前
田
玲

子　

伊
吹
よ
し
枝　

平
田
は
な
子

松
村
カ
ホ
ル　

石
原　

芳　

野
田

文
子

大
宰
府
道
場　

長
浦
言
実

気
仙
沼
支
部　

高
橋
聖
子　

大
津
支
部　

松
本
圭
子　
　

岡
垣
支
部　

廣
瀬
映
子

名
古
屋
中
支
部　

島
崎
裕
二

福
山
松
浜
支
部　

藤
木
信
子

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A
A

A


